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みんなで創る令和の時代
（選挙での風景）

生
活
の
安
定
は
選
挙
推
進
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

新
発
田
市
明
る
い
選
挙

　
　
　
　
　
　
　

推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

髙
澤
榮
松

　

今
年
も
市
民
書
初
大
会
に
沢
山
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。〝
明
る
い
選
挙
に
つ
い
て
〟

の
関
心
と
意
識
の
高
揚
を
願
い
推
進
し
て
来

た
事
業
で
、今
年
で
第
45
回
を
数
え
ま
し
た
。

　
「
成
人
の
部
」
の
応
募
が
多
く
、
小
・
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
そ
し
て
園
児
の
応
募
作
品

が
昨
年
を
上
回
り
ま
し
た
。
特
に
、
小
学
校

高
学
年
の
作
品
に
力
作
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
２
０
１
７
年
の
第
48
回
衆
院
選
の

年
代
別
投
票
率
を
み
る
と
19
歳
・
20
歳
代
の

投
票
率
は
33
％
代
と
最
も
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。
投
票
に
行
か
な
か
っ
た
理
由
は
【
居
住

地
で
投
票
で
き
な
か
っ
た
】【
投
票
に
関
心

が
な
か
っ
た
】【
面
倒
だ
っ
た
】
が
上
位
で
す
。

　

若
者
が
投
票
に
行
か
な
い
と
？
政
治
家
は

投
票
に
行
く
高
齢
者
を
優
先
し
た
政
治
を
行

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
高
齢
者
へ

の
予
算
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
が
、
子
育
て

が
し
に
く
い
社
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
育

て
が
し
に
く
い
と
出
生
率
が
下
が
り
少
子
高

齢
化
が
進
み
、
若
者
の
声
が
ま
す
ま
す
通
り

に
く
い
社
会
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
悪
循

環
は
断
ち
切
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

投
票
率
を
上
げ
「
若
者
も
見
て
い
る
ぞ
」

と
姿
勢
を
示
す
こ
と
で
若
者
に
も
目
を
向
け

た
政
策
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
一
番
重
要
な
の
は
誰
に
入
れ
る

か
、
ど
の
政
党
に
入
れ
る
か
で
す
。

　

若
者
た
ち
が
投
票
に
行
く
意
思
を
見
せ
る

こ
と
で
若
者
た
ち
を
含
め
、
全
世
代
の
人
た

ち
が
暮
ら
し
や
す
い
国
に
変
わ
る
の
で
は
…
。
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『
投
票
率
は
過
去
３
番
目
の
低
さ
』

　

令
和
元
年
７
月
21
日
に
執
行
さ
れ
た
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
に
お
い
て
、
当
市
の
投
票

率
（
選
挙
区
）
は
52
・
82
％
で
し
た
。

　

全
国
の
48
・
80
％
を
４
・
02
ポ
イ
ン
ト
上

回
り
ま
し
た
が
、
平
成
７
年
の
43
・
87
％
、

平
成
４
年
の
51
・
32
％
に
次
ぐ
、
３
番
目
に

低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

選
挙
は
有
権
者
が
政
治
に
参
加
す
る
最
も

重
要
な
機
会
で
す
。
棄
権
せ
ず
に
大
切
な
一

票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

『
若
年
世
代
の
投
票
率
ア
ッ
プ
が
課
題
』

　

昨
年
は
亥
年
選
挙
の
年
で
新
潟
県
議
会
議

員
一
般
選
挙
、
新
発
田
市
議
会
議
員
一
般
選

挙
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
３
つ
の
選
挙

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
代
別
の
投
票
率
で
は
、
い
ず
れ
の
選
挙

に
お
い
て
も
、
若
年
層
の
投
票
率
が
他
の
年

代
に
比
べ
て
低
く
な
っ
て
お
り
、
依
然
と
し

て
若
い
世
代
の
投
票
率
の
引
き
上
げ
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

令和元年7月21日執行　参議院議員通常選挙（選挙区）投票結果
あなたの地域の参加度は？

　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　
年
代
別
投
票
率

投票所 有権者数 投票率
東 町 公 会 堂 937 55.60%
地 域 交 流 セ ン タ ー（ あ お り 館 ） 2,881 53.38%
新 栄 団 地 市 営 住 宅 集 会 所 1,557 43.80%
生 涯 学 習 セ ン タ ー 3,915 53.84%
御 免 町 小 学 校 2,857 51.84%
第 一 中 学 校 2,685 51.96%
総 合 健 康 福 祉 セ ン タ ー（ い き い き 館 ） 1,203 52.95%
西 新 発 田 高 等 学 校 2,366 53.21%
猿 橋 中 学 校 4,000 48.15%
中 曽 根 公 会 堂 2,918 45.51%
東 豊 小 学 校 4,322 51.39%
島 潟 生 活 改 善 セ ン タ ー 429 52.91%
中 井 保 育 園 933 51.23%
七 区 公 会 堂 1,012 57.11%
住 吉 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 6,287 50.64%
新 発 田 高 等 学 校「 杉 原 記 念 館 」 4,154 52.99%
青 少 年 健 全 育 成 セ ン タ ー 2,825 53.52%
五 十 公 野 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 2,717 55.72%
天 ノ 原 保 育 園 1,668 53.90%
松 浦 農 村 環 境 改 善 セ ン タ ー 695 53.96%
松 浦 保 育 園 625 60.80%
松 岡 公 会 堂 380 57.63%
米 倉 農 村 環 境 改 善 セ ン タ ー 417 59.23%
大 槻 集 落 開 発 セ ン タ ー 310 67.42%
山 内 公 会 堂 198 56.57%
中 々 山 公 会 堂 87 72.41%
中 央 公 民 館  赤 谷 分 館 196 76.53%
滝 谷 新 田 集 落 ふ れ あ い 交 流 セ ン タ ー 124 61.29%
農 村 婦 人 の 家 34 67.65%
川 東 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 1,570 49.81%
宮 古 木 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 344 61.92%
新 発 田 竹 俣 特 別 支 援 学 校 827 57.32%
板 山 地 域 利 用 改 善 セ ン タ ー 385 57.92%
田 貝 集 落 ふ れ あ い セ ン タ ー 163 55.83%
下 岡 田 公 会 堂 477 45.70%
小 戸 公 民 館 249 65.86%
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参議院議員通常選挙（選挙区）投票率の推移

投票所 有権者数 投票率
下 中 山 公 会 堂 429 47.55%
菅 谷 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 760 48.03%
下 石 川 公 会 堂 617 55.43%
〆 切 ふ れ あ い 交 流 セ ン タ ー 838 52.39%
上 館 公 会 堂 1,573 51.68%
三 日 市 早 道 場 集 落 開 発 セ ン タ ー 1,326 50.30%
佐 々 木 公 会 堂 1,047 49.67%
佐 々 木 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 1,207 50.21%
西 蓑 口 公 会 堂 421 62.23%
鳥 穴 ・ 砂 山 公 会 堂（ 旧 鳥 穴 保 育 所 ） 251 55.78%
豊 浦 支 所 1,483 56.30%
加 治 万 代 ふ れ あ い セ ン タ ー 319 60.82%
荒 橋 小 学 校 972 54.12%
切 梅 公 民 館 297 57.58%
天 王 小 学 校 643 57.23%
中 ノ 目 新 田 ふ れ あ い セ ン タ ー 541 57.67%
戸 板 沢 公 民 館 91 75.82%
上 本 田 公 民 館 941 52.07%
中 之 通 集 落 セ ン タ ー 493 48.28%
温 泉 公 民 館 893 43.34%
滝 沢 ふ れ あ い セ ン タ ー 135 70.37%
健 康 プ ラ ザ し う ん じ 1,434 55.65%
上 真 中 ふ れ あ い セ ン タ ー 875 58.86%
大 島 体 育 館 384 62.24%
米 子 保 育 園 767 54.37%
紫 雲 寺 地 区 公 民 館 西 部 分 館 802 51.00%
藤 塚 浜 保 育 園 1,739 51.24%
住 田 営 農 研 修 セ ン タ ー 485 59.38%
加 治 川 さ わ や か ル ー ム 549 53.92%
泉 地 区 世 代 交 流 セ ン タ ー 642 61.21%
加 治 川 地 区 公 民 館 中 川 分 館 1,127 59.63%
加 治 川 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 1,583 51.86%
相 馬 営 農 研 修 セ ン タ ー 202 68.81%
加 治 川 地 区 公 民 館 金 塚 分 館 651 55.91%
在 外 投 票 37 21.62%
新 発 田 市 全 体 83,301 52.82%
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『
期
日
前
投
票
所
の
投
票
立
会
人
に

�

大
学
生
を
選
任
』

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
若
者
に
社
会

の
一
員
で
あ
る
と
い
う
自
覚
や
も
っ
と
政

治
・
選
挙
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
、
敬
和
学
園
大
学
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
昨
年
４
月
に
執
行
さ
れ
た
新
潟
県
議
会

議
員
一
般
選
挙
か
ら
期
日

前
投
票
所
の
投
票
立
会
人

に
希
望
す
る
学
生
を
選
任

し
、
こ
れ
ま
で
延
15
人
の

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
若
者
の
力
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

『
敬
和
学
園
大
学
で
の
啓
発
』

　

昨
年
11
月
６
日
・
８
日

の
２
日
間
、
敬
和
学
園
大

学
の
講
義
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
義
の
冒
頭
に
、「
知
っ

て
お
き
た
い
選
挙
違
反
に

つ
い
て
」と
題
し
て
、７
つ

の
事
例
に
つ
い
て
選
挙
違
反
に
当
る
か
ど
う

か
を
大
学
生
に
考
え
て
も
ら
い
、
選
挙
運
動

に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
議
院
議
員
選

挙
の
投
票
率
の
推
移
、
年

代
別
の
投
票
率
・
投
票
者

数
や
選
挙
の
重
要
性
を
説

明
し
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

を
支
え
る
学
生
に
選
挙
の

参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

『
米
子
小
学
校
で
の
選
挙
出
前
授
業
』

　

昨
年
12
月
３
日
に
米
子
小
学
校
６
年
生
19

名
を
対
象
に
「
明
る
い
選
挙
出
前
授
業
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

政
治
・
選
挙
の
意
義
や
重
要
性
な
ど
を
学

習
し
、
３
体
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
候
補
者
と

す
る
架
空
の
米
子
市
長
選
挙
の
模
擬
投
票
を

体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
、「
最
初
は
緊
張
し
た
け
ど
、

ド
キ
ド
キ
し
て
、
結
果
が
分
か
っ
て
ス
ッ
キ

リ
し
ま
し
た
。」、「
選
挙
は
国
民
に
と
っ
て

大
切
な
も
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。」、「
選

挙
の
や
り
方
が
今
ま
で
分
か
ら
な
か
っ
た
け

ど
、
今
日
や
っ
て
み
て
、
や
り
方
が
分
か
っ

た
の
で
18
歳
に
な
っ
た
ら
、
選
挙
に
行
っ
て

み
た
い
と
思
っ
た
。」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
明
る
い
選

挙
推
進
運
動
」
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
願
い
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
書
初
め
大
会

も
45
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

作
品
課
題
は
、「
令
和
」、「
代
表
を
選
ぶ
」、

「
期
日
前
投
票
」、自
作
の
詩
歌
な
ど
、成
人
か

ら
園
児
ま
で
の
６
部
門
に
６
３
４
点
の
応
募

が
あ
り
、金
賞
90
点
な
ど
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
（
土
）・
９
日
（
日
）
に
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
入
賞
・
入
選
作
品
２
９
５

点
を
展
示
し
、
約
７
０
０
人
の
方
に
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。

【
第
一
部
門
・
成
人
】
宮
澤
紀
子
（
上
館
）
本
間

真
澈
（
中
央
町
５
）
伊
井
香
織
（
御
幸
町
４
）
森

田
俊
子
（
東
新
町
４
）
古
津
加
代
（
上
赤
谷)

上
野

美
香
（
新
潟
市
北
区
）
渡
辺
登
美
子
（
中
央
町
５
）

吉
川
正
子
（
東
新
町
４
）
森
田
夏
子
（
舟
入
町
２
）

五
十
嵐
堯
（
舟
入
町
２
）
髙
橋
チ
ヨ
ノ
（
小
舟
町
３
）

阿
部
カ
ツ
子
（
豊
町
２
）
冨
樫
直
美
（
聖
籠
町
）
長

谷
川
尚
子
（
舟
入
町
２
）
鈴
木
勝
実
（
舟
入
町
２
）

青
山
末
子
（
新
栄
町
１
）
小
栁
正
平
（
聖
籠
町
）
藤

原
カ
ツ
イ
（
小
舟
町
３
）

【
第
二
部
門
・
高
校
生
】
遠
藤
遥
奈
（
新
発
田
商

業
２
年
）
酒
井
愛
果
（
豊
栄
３
年
）

【
第
三
部
門
・
中
学
生
】
３
年　

石
澤
心
結　

伊

藤
考
生　

後
藤
咲
希　

吉
田
駿
（
佐
々
木
）
中
丸
綾

乃
（
紫
雲
寺
）
▽
２
年　

佐
藤
友
梨
（
本
丸
）
齋
藤

桜
来　

細
井
冬
彩 

田
邊
皓
晴 

船
山
大
地 

四
津
谷
茉

梨
（
第
一
）
山
崎
萌
（
猿
橋
）
髙
橋
快　

二
階
堂
ひ

な
た
（
七
葉
）
▽
１
年　

長
谷
川
侑 

金
子
愛
（
本
丸
）

小
野
寺
遥
音 

桐
生
菜
々
子
（
第
一
）
齋
藤
拓
海 

長

谷
川
碧（
猿
橋
）野
村
日
向
子（
東
）小
池
駿
輔（
七
葉
）     

【
第
四
部
門
・
小
学
生
】
６
年　

町
田
和
音
（
猿
橋
）

仲
川
可
恵
（
東
）
▽
５
年　

長
谷
川
美
波
（
外
ヶ
輪
）

蒲
澤
菜
々 

加
藤
ひ
ま
り 

船
山
美
空 

笠
原
曉
子 

川
崎

心
愛
（
御
免
町
）
山
本
憩
依
（
猿
橋
）
清
野
苺
花
（
住

吉
）
髙
橋
悠
（
天
王
）
梨
本
理
心
（
紫
雲
寺
）
▽
４

年　

加
藤
晃
志 

佐
々
木
葵 
長
谷
川
小
雪
（
外
ヶ
輪
）

小
野
寺
萌
彩
（
御
免
町
）
長
田
こ
は
る
（
猿
橋
）
関

口
嘉
人
（
住
吉
）
田
中
優
芽
（
天
王
）
入
倉
彩
絢
（
加

治
川
）

【
第
五
部
門
・
小
学
生
】
３
年　

大
針
晴
翔　

能

仲
小
花
（
外
ヶ
輪
）
高
橋
未
来
（
御
免
町
）
長
谷
川
文

佳
（
猿
橋
）
石
井
心
和 

仁
木
凛
太
郎（
二
葉
）
伊
藤
勇

二
（
住
吉
）
居
木
井
杏
実
（
東
豊
）
田
邉
愛
（
加
治
川
）

▽
２
年　

加
藤
結
心
（
外
ヶ
輪
）
田
邊
暖
萌 

木
下
皓

登
（
御
免
町
）
伊
藤
萌
希
（
猿
橋
）
▽
１
年　

石
井

日
和
（
二
葉
）
五
十
嵐
凜
乃
（
加
治
川
）

【
第
六
部
門
・
園
児
等
】
石
黒
結
菜　

長
谷
川
璃

多（
松
浦
保
育
園
）三
林
大
和 

曽
我
碧 

中
川
縁（
キ
ッ

ズ
陽
だ
ま
り
園
）
佐
々
木
茜 

山
田
結
聖
（
三
の
丸
保

育
園
）
武
田
祐
奈 

岩
下
嘉
人　

相
馬
謙
悠　

伊
野
倭

（
御
免
町
幼
稚
園
）
本
間
旬　

木
下
尚
紀
（
あ
そ
び

の
森
す
み
よ
し
保
育
園
）

　
若
い
力
を
選
挙
に

　

金

賞

入

賞

者

　
新
発
田
市
明
る
い
選
挙
推
進

　
　
　
　
市
民
書
初
め
大
会

みんなで投票。みんなで参加。
あなたの一票大切に。



〔4〕

　
「
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
（
明
推
協
）」

は
、
①
選
挙
違
反
の
な
い
き
れ
い
な
選
挙
が

行
わ
れ
る
こ
と
、
②
有
権
者
が
こ
ぞ
っ
て
投

票
に
参
加
す
る
こ
と
、
③
有
権
者
が
普
段
か

ら
政
治
と
選
挙
に
関
心
を
持
ち
、
候
補
者
の

人
物
や
政
見
、
政
党

の
政
策
な
ど
を
見
る

眼
を
養
う
こ
と
を
目

標
に
、
全
国
約
８
万

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
と
と
も
に
活
動

し
て
い
る
団
体
で
す
。

　

私
た
ち
国
民
が
、
買
収
や
供
応
と
い
っ

た
選
挙
犯
罪
や
、
義
理
人
情
な
ど
に
よ
る

ゆ
が
ん
だ
選
挙
を
排
し
、
選
挙
が
公
正
か

つ
適
正
に
行
わ
れ
、
私
た
ち
の
意
思
が
政

治
に
正
し
く
反
映
さ
れ
る
選
挙
を
「
明
る

い
選
挙
」
と
い
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
「
明
る
い
選
挙
」
を
す

す
め
る
た
め
の
運
動
が
「
明
る
い
選
挙
推

進
運
動
」
で
す
。
こ
の
運
動
は
、
私
た
ち

の
一
票
が
正
し
く
投
票
さ
れ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
同
時
に
国
民
一
人
ひ
と

り
の
政
治
に
対
す
る
関
心
と
意
義
を
深
め

て
い
く
も
の
で
す
。

○
街
頭
啓
発

　

選
挙
の
た
び
に
、

市
内
の
大
型
店
舗
に

お
い
て
政
治
参
加
、

棄
権
防
止
の
呼
び
か

け
を
行
っ
て
い
ま

す
。

○
研
修
会

　

選
挙
等
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
、

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
を
講
師
に
迎
え
、

研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
11
月
に
「
知
っ
て
お
き
た
い
選

挙
の
あ
れ
こ
れ
」
と
題

し
て
、
各
種
投
票
制
度

や
選
挙
運
動
に
つ
い
て

具
体
的
な
事
例
を
用
い

た
研
修
を
行
い
、
推
進

員
等
13
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

○
議
会
傍
聴

　

市
政
や
県
政
に
対
す
る
関
心
を
深
め
、

ま
た
、
議
会
議
員
の
活
動
を
知
る
た
め
議

会
傍
聴
を
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
４
月
の

選
挙
に
よ
り
新
し
く

な
っ
た
市
議
会
９
月

定
例
会
の
本
会
議

（
一
般
質
問
）
を
傍

聴
、
推
進
員
等
14
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

新
発
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、

随
時
推
進
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

民
主
政
治
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、

新
発
田
市
に
お
け
る
選
挙
人
の
政
治
意
識
の

高
揚
に
務
め
、
明
る
い
選
挙
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、「
総
務
」、「
啓
発
」、「
広

報
」、「
研
修
」
の
４
部
会
で
構
成
し
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

関
心
の
あ
る
方
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広
報
部
会

部
会
長
　
　
阿
部  

あ
つ
子

組 

織
主
な
活
動
内
容

推
進
員
募
集

明
る
い
選
挙
と
は

あと
がき

明るい選挙推進協議会
（選挙での啓発活動） （6月25日の総会）

（11月8日の研修会）（9月11日の市議会傍聴）

　

政
治
家
が
、
選
挙
区
内
の
人
に
、
お
金
や

物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

違
反
す
る
と
、
処
分
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
寄
附
を
求
め
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
贈
ら
な
い
！
」

　
　「
求
め
な
い
！
」

　
　
　「
受
け
取
ら
な
い
！
」

●
お
歳
暮
や
お
年
賀

●
入
学
祝
・
卒
業
祝
い

●
病
気
見
舞
い

●
秘
書
等
が
代
理
で
出
席
す
る
場
合
の
結
婚

祝
い

●
秘
書
等
が
代
理
で
出
席
す
る
場
合
の
葬
式

の
香
典

●
葬
式
の
花
輪
・
供
花

●
落
成
式
・
開
店
祝
の
花
輪

●
町
内
会
の
集
会
や
旅
行
な
ど
の
催
物
へ
の

寸
志
や
飲
食
物
の
差
入

●
お
祭
り
へ
の
寄
附
や
差
入

●
地
域
の
運
動
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
飲

食
物
の
差
入

　

寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い

選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　
み
ん
な
で
徹
底
し
よ
う

　
　
　
　
　
　「
三
な
い
運
動
」

『
令
和
元
年
度
知
事
表
彰
受
章
者
』（
敬
称
略
）

新
発
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長�

近
嵐　

宗
賢

『
選
挙
制
度
百
三
十
周
年
記
念
表
彰
受
章
者
』

�

（
敬
称
略
）

○
総
務
大
臣
表
彰

新
発
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長�

近
嵐　

宗
賢

○
総
務
大
臣
感
謝
状

新
発
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
職
務
代
理
者�

久
代　

秀
夫

○
新
潟
県
選
挙
管
理
委
員
会
表
彰

新
発
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

副
会
長�

水
島　

明
子

　
各
種
表
彰
受
章
者

政治家は選挙区内の人々に祝金や祝品、
あいさつ状などを出すことは禁止されています

　

今
年
度
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
で
、県
議
選
・

市
議
選
・
参
議
院
選
と
三
回
の
選
挙
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。貴
方
は
選
挙
権
を
行
使
し
ま
し
た
か
？

　

18
歳
か
ら
投
票
で
き
ま
す
が
、
若
年
層
の
投

票
率
が
低
く
若
者
の
意
見
が
政
治
に
反
映
さ
れ

な
い
事
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
学
業
に
忙
し
い

事
も
原
因
で
し
ょ
う
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
新
発

田
市
が
、
豊
か
で
住
み
良
い
街
に
な
り
ま
す
様

に
若
者
の
意
思
を
反
映
さ
せ
て
下
さ
い
。

　
「
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
…
。」
と
い
う
こ

と
の
な
い
様
に
、
目
を
光
ら
せ
る
事
は
勿
論
で

す
が
、
選
挙
は
国
民
が
政
治
に
参
加
す
る
大
切

な
機
会
で
す
。
豊
か
で
平
和
な
日
本
、
新
発
田

市
を
思
い
描
き
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

編
集
委
員

　

五
十
嵐
ミ
ネ
（
副
部
会
長
）

　

塚
田　

朋
弘　
　

関
川　

イ
ク

　

佐
野
美
登
理　
　

田
中　

洋
子


